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真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
本
を
見

つ
め
る
生
徒

傑
作
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
人
気

を
集
め
た
「
大
リ
ヤ
ド
ロ
展
」
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江
名
中
（
新
家
弘
久
校
長
）
で
、

あ
る
特
別
な
時
間
が
毎
月
一
回
行
わ

れ
て
い
る
。「
永
崎
女
性
の
会
」（
髙

久
香
代
子
代
表
）
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

が
同
校
を
訪
れ
、
朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
の
時
間
を
活
用
し
た
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
活
動
だ
。

　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

こ
の
取
り
組
み
は
、二
〇
一
六（
平

成
二
十
八
）
年
一
月
に
ま
で
さ
か
の

自
由
ケ
丘
、
人
形
の
東
月
い
わ
き

総
本
店
（
脇
山
智
彦
社
長
）
は
九
月

十
八
〜
二
十
三
日
、
同
店
で
毎
年
恒

例
の
「
大
リ
ヤ
ド
ロ
展
」
と
「
大
掛

軸
展
」
を
同
時
開
催
す
る
。

「
大
リ
ヤ
ド
ロ
展
」
は
、
ス
ペ
イ

ン
発
の
磁
器
芸
術
ブ
ラ
ン
ド
の
傑
作

が
勢
ぞ
ろ
い
。
美
術
館
級
の
最
高
峰

「
ハ
イ
ポ
ー
セ
リ
ン
」
や
人
気
作
な

ど
六
百
点
以
上（
七
千
～
数
百
万
円
）

が
一
堂
に
会
す
る
。

ぼ
る
。

当
時
、
生
徒
の
情
操
教
育
に
力
を

注
い
で
い
た
荒
井
達
也
校
長
か
ら

「
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
む

一
助
に
」
と
思
い
を
託
さ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
。
地
元
出
身
で
あ
る
荒

井
校
長
の
「
地
域
と
の
温
か
い
交
流

を
図
り
た
い
」
と
い
う
願
い
も
重
な

り
、
本
活
動
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
思
い
を
受
け
継
い
だ
同
会

は
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
デ
ジ
タ

ル
画
面
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
た
現

代
だ
か
ら
こ
そ
、
本
が
持
つ
温
も
り

に
触
れ
、
読
書
の
楽
し
さ
を
知
り
、

豊
か
な
感
性
を
育
ん
で
ほ
し
い
」
と

い
う
強
い
願
い
を
胸
に
、
一
歩
一
歩

積
み
重
ね
て
き
た
。

活
動
当
日
、
会
員
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
担
当
の
教
室
へ
と
足
を
運
び
、
十

分
間
の
読
み
聞
か
せ
が
ス
タ
ー
ト
。

選
ば
れ
た
の
は
、『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
こ
ど
も
で
す
』『
心
っ
て
ど
こ
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
』『
あ
た
た
か
い

木
』
な
ど
、
移
り
変
わ
る
季
節
の
美

し
さ
や
、
人
の
心
の
機
微
が
繊
細
に

描
か
れ
た
絵
本
だ
。

物
語
の
登
場
人
物
に
思
い
を
重
ね

る
よ
う
に
会
員
た
ち
が
丁
寧
に
ペ
ー

ジ
を
繰
る
と
、
生
徒
た
ち
は
あ
っ
と

い
う
間
に
絵
本
の
世
界
へ
。

「
生
の
声
」
で
語
ら
れ
る
物
語
に

耳
を
澄
ま
す
時
間
は
、
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
た
だ
の
読
書
の
時
間
以
上
の

意
味
を
持
つ
。
物
語
が
も
た
ら
す
心

の
栄
養
と
、
地
域
の
大
人
が
見
守
っ

て
く
れ
て
い
る
と
い
う
安
心
感
に
加

え
、
貴
重
な
ひ
と
と
き
に
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

医
療
現
場
の
仕
事
や
役
割
を
体
験

今
回
は
待
望
の
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス

タ
ー
の
ピ
カ
チ
ュ
ウ
が
初
登
場
す
る

ほ
か
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
話
題
作
も
並
び
、
世
代
を
超
え

て
楽
し
め
る
。

「
大
掛
軸
展
」
で
は
山
水
画
か
ら

縁
起
画
ま
で
約
四
百
幅
（
一
万
九
千

八
百
円
～
）を
展
示
。修
理
や
リ
メ
ー

ク
の
相
談
も
実
施
す
る
。

脇
山
社
長
は
「
地
元
に
い
な
が
ら

こ
れ
ほ
ど
の
逸
品
に
出
合
え
る
機
会

は
、
そ
う
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
足
を

延
ば
し
て
、
ぜ
い
た
く
な
美
の
世
界

を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
来
場

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

営
業
時
間
は
午
前
九
時
～
午
後
六

時
。
入
場
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
、

同
店
（
電
話
二
八
―
三
六
七
五
）
ま

で
。

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
メ
デ
ィ
カ
ル

ミ
ッ
シ
ョ
ン
わ
た
し
の
ま
ち
の
病

院
」
が
先
ご
ろ
、
小
名
浜
岡
小
名
、

浜
通
り
医
療
生
活
協
同
組
合
「
小
名

浜
生
協
病
院
」（
遠
藤
剛
院
長
）
で

開
か
れ
た
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
地
域
医
療
に

携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
と
の
触
れ
合
い
や

職
業
体
験
を
通
じ
、
命
の
大
切
さ
や

働
く
楽
し
さ
、
医
療
へ
の
興
味
関
心

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
昨

年
か
ら
実
施
。

当
日
は
小
学
五
、六
年
生
二
十
二

人
が
参
加
。
医
師
や
看
護
師
、
臨
床

検
査
技
師
、
放
射
線
技
師
、
管
理
栄

養
士
な
ど
の
専
門
職
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
。

児
童
ら
は
聴
診
器
を
使
っ
て
運
動

前
後
の
心
音
の
変
化
を
聞
き
比
べ
た

ほ
か
、
顕
微
鏡
で
血
液
中
の
細
胞
を

観
察
し
、
各
細
胞
の
役
割
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る
な
ど
実
践
的
な
体
験

を
楽
し
ん
だ
。
体
験
終
了
後
に
は
参

加
者
全
員
に
修
了
証
が
手
渡
さ
れ

た
。
子
ど
も
た
ち
は
遠
藤
院
長
の
講

評
に
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い
た
。

女性の会と江名中生
“読み聞かせ交流”

感性を育んで

東
月美

の
世
界
が
一
堂
に

待
望
ピ
カ
チ
ュ
ウ
も

聴診器を使って運動前後の心音の
変化を聞き比べる児童ら

小
名
浜
生
協

小
学
５
、
６
年
生
が

医
療
の
現
場
を
体
験
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